









学が, 学部が, 学科が, 科目が次々に設置せら
れて行きつつある｡ もちろん情報という言葉を
誰でも知っており使っている｡ だが, あらたまっ
















































演習軌典』 (1876, 明治 9 年) の訳者酒井忠恕
少佐 (当時) の訳語であることが明らかにされ













それにしても in と formation からなる in-
formationの訳語として 〈情報〉 は凄いと思う｡
白川静の 『字通』 では情を 〈心〉 と 〈青〉 から
なる言葉の意と述べたのちに ｢こころ・心に感
じること, まこと, なさけ, ことわり・おもむ
き・ようす｣ とある｡ 報については, ｢むくい
る, もうす・つげる・しらせる, 判定する, 等｣
が出ている｡ しらせる人と知らせを受ける人そ
して知らせ・知らされる人の関係がさまざまに











Keywords─An Vocabulary of Cultureand
Society, 1976, 岡崎康一訳 『キーワード辞典』
晶文社, 1980 は, 現代社会を読み解く 110 語
を選び出し, その語源・用法・意味を解説した
名著として知る人ぞ知る名著であるが, infor-



















つかいたいと思うのは, G. C. ウィリアムズ




















































先ずしたのは, 数学者 C. シャノンである｡ 彼
が第二次大戦中でのベル研究所の研究成果 ｢通















と評価された L. ブリルアンの Science and
Information Theory, 1956, 佐藤洋訳 『科学





















である｡ ここでKは定数, そして "ln" は底が
eの自然対数を意味する｡































































no mans land に人類は入りこんで来たのでは





































的自然観』 新曜社, 1990 年である｡
この本は, 第Ⅰ部 ｢情報・情報処理・自己組
織性 基礎カテゴリーのシステム ｣,
第Ⅱ部 ｢情報科学の構想｣ の 2部構成であるが,
短い第Ⅰ部は 1990 年のもの, そして第Ⅱ部は
1967 年培風館より発表したものの再録である,




る｡ 1 冊は 『情報と自己組織性の理論』 東京大
学出版会, 1990 年, そして 『主体性と所有構





学術と文理の融合 』 2003 年の彼の執筆に
なる終章 ｢理論的・一般的な 〈新しい学術体系
















本間康平 『新社会学辞典』 有斐閣・1993 年の
〈情報〉 の項では吉田理論を大きく当てている｡
だが見田宗介・栗原彬・田中義久編 『社会学辞








科学』 の ｢第Ⅰ部｣ と ｢終り｣ にあげた 『新し







適合性, (4) 自然言語との連結性, などの条件
を充足する必要がある｡ これらの条件を考慮し
ながら, 情報の概念を最広義, 広義, 狭義, 最
狭義という 4つのレヴェルで定義してみたい｡
研究にとって, まず大事なことは 〈何を対象



















































第 1から第 4に及ぶ広狭 4階層それぞれの情
報の定義を通してみたとき, 第 1・第 2 の階層
の情報はそれぞれ何を指示しているかが積極的
に定義されているが, 第 3のもの特に第 4のも
のは何を指すのか積極的に何ら示され定義され
ていない｡ 第 3のものは第 2のものと異なるも
のはシンボルという語が 1字入っているだけで
あり, 第 4のものは第 3のものの限定されたも
のと言うだけでは不十分ではないか｡ とくに,


















る｡ そして更に続けて, ｢ 〈パタン〉 は無定義
語として使用されているが, それを更に 〈差異

















明をしたいが, 形相 eidos (希) は form (英)
















ム〉 と 〈秩序そのもの〉 の二層からなる新世界
の登場と言い, 設計図のない自然から設計図の
ある自然への転換と言い, この点を更に強調す
る｡ ｢無生命的自然に存在する 〈パタン〉 一般
が 〈表示パタン〉 と 〈被表示パタン〉, 〈規制パ
タン〉 と 〈被規制パタン〉, 〈記号パタン〉 と






























の 〈意味現象〉 一般にあたる｣ と定義している｡
難解である｡
シンボルは記号であり, 記号は意味をもって




























えられているか, 検討してみよう｡ ｢その (1)
指令的また評価的な機能を担う意味現象を除い
て, 認知的な意味現象に限定｣ とあるが, その
(4) は ｢意思決定に影響しないものを除いて,
















第 1から第 4に及ぶ広狭 4層の情報の連続性
と非連続性について検討しよう｡
およそ分類は, 個 (個別)・特殊・一般 (普
遍) の論理に従う｡ それは, 同時に上下ないし
は広狭の階層的位置づけを伴う｡ 吉田も, この
方法に従うと断わっている｡
物・生物・人間を第 1・第 2・第 3 の広狭の
層別把握に即した情報の把握は肯定出来るが,


































吉田は, アリストテレスの 4因の 2者である
質料と形相の科学化として 〈物質と情報〉 概念
をたてたが, それはそれとしてヘラクレイトス





















第 2・第 3 の生物層・人間層の情報の連続・
非連続はどのように把握されているであろうか｡
既にみたように, 定義およびその説明をみる
かぎり, 第 2層の論述は既にみたように第 3層
で語られるものも含んだものまで取り上げられ
ており, 第 3層において出てくる 〈シンボル〉
の 1語のみが両者の区別を示すものである｡ 第
2 層の情報である 〈シグナル〉 という語は第 2
層にも第 3層にも出てこない｡ これはどうした
論 文
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ことであろうか｡
それは, 第 1層と第 2層の差異を決定的なも
のとして把らえ, 第 2層と第 3層は異なってい













































































皮 質 神 経 記 号
(高次神経記号)














Cassirer, Die Philosophie der Symbolischen
Formen, 1923, 生松敬三・木田元訳, 岩波文庫,





第 3と第 4の情報の連続性・非連続性は, こ
れまでの第 1と第 2, 第 2 と第 3 のそれと全く
異質のものである｡ 第 1と第 2と第 3の情報は
それぞれその情報の領域が物界・生物界・人間
界と明確な一般・特殊の論理にそったものであっ




















げられているが, その第 4のもの ｢科学言語と
自然言語との連結性｣ の条件を満たそうとした
からではないか｡ そのせいで, 広狭 4階層にこ




























































化, それに意思決定｡ 更に, 彼はアメリカの哲
学者パースの abduction (創発ないし着想),
deduction (演繹), induction (帰納) の 3 過
程もまた意味変換のうちと捉らえている｡

























TIVE INFORMATION) への変換, 略して情





る｡ それは, 情報を認知・評価・指令の 3情報
に分類し, それにもとづいて論を進めていると



























る変換意味との識別, そして第 3が, 環境─認
知的, 価値─評価的, 行動─指令的という意味











体変換, 記号変換, 意味変換という 5つのタイ




｢(狭義の) 情報変換｣ と名づけよう｡ こうして,
情報処理ないし広義の情報変換は, 情報貯蔵,


























































































出す 4条件の (4) ｢科学言語と自然言語の連結
性｣ をつかみ出そうとしたからであろうか｡ そ
れはそれとして, 彼の言う機械言語を私は符号


























まず, 吉田の優れた ｢意味の諸類型｣ を略述
しよう｡ 環境の意味を認知し表示する記号, 対
象の価値を評価した記号, 行動を決定し指示す
























情報の 2 重性に引きつがれる｡ ｢価値を表示す
情報の概念
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る情報｣ は ｢価値機能を表示する情報｣ と ｢価
値形態を表示する情報｣ という 2つの側面をも
たざるをえないのである｡ 環境の表示 (認知情














シュプランガーの ｢生の 6 様式｣ やモリスの
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また, ｢〈概念と命題〉 の双方に関して 〈一般
化と特殊化〉 を自覚的・体系的に相互浸透させ
るのが, 科学的言語世界像の一つの特徴である｣
と結んでいる｡ だが, 〈一般・特殊・個〉 は,
哲学の哲学における方法である｡ 吉田は, 情報
の科学的概念構築にとっての必要条件に, (1)





繰り返し言えば, 物, 生物, 人間の情報を最
広義 (第 1)・広義 (第 2)・狭義 (第 3) と把
























































































がって, 学ぶところ多かった｡ しかし, 彼の場
合, その方法が不徹底であり, 基本的には広狭
4階層論において, 第 4 階層の把握において決
定的な誤りを冒すとともに, 第 1階層物レベル,


















































































































性の 4タイプ｣ の析出は有意義である｡ そして,
5. ｢4 フェーズの循環モデル｣ において, プロ
グラムはプロセスの前もって示されたものであ










































Cybernetics 1946 の副題はずばり Control










トロールが管理だと C. I. バーナードは 『経営
者の役割』 1938 で言っていると私はとらえて
論 文










て, The Human Use of Human Being─Cy-







































取っていた｡ だから, ウィナーは God and
Golem, Inc. ─A Comment Certain Points
where Cybernetics Impinges on Religion,








系』 2003 年の終章に言及して, 自然言語と科
学言語, 言いかえれば科学とは何かについて粗
述しなければ終りとはならない｡
情報の概念
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